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国統一防火橿

三
月
一
日
か
ら
一
週
間
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
な

ど
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標

語
は
『
も
う
い
い
か
い
　
火
を

消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』

で
す
。
火
災
予
防
運
動
期
間
中

に
は
、
全
国
各
地
で
防
火
に
関

す
る
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
ま

す。
岐
阜
市
消
防
本
部
で
は
、
岐

阜
市
危
険
物
安
全
協
会
、
岐
阜
市

防
火
協
会
の
協
力
を
得
て
、
火
災

予
防
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
約
七
千

枚
作
成
し
、
市
内
の
関
係
機
関
、

主
要
事
業
所
な
ど
に
配
布
し
て

火
災
予
防
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
六
月
一
日
か

ら
す
べ
て
の
住
宅
に
義
務
化
と

な
っ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
岐
阜
市
消
防
本
部
管
内
に

お
け
る
設
置
率
は
、
昨
年
六
月
時

点
で
七
十
五
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
未
設
置
の
お
宅
は
す
み
や
か

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
機
会
に
是
非
、

あ
な
た
の
大
切
な
家
族
・
財
産
を

守
る
た
め
、
ご
家
庭
で
も
火
災
予

防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

ス
ノ
○

平
成
二
十
六
年
に
岐
阜
市
内
で
発

生
し
た
火
災
の
総
件
数
は
百
四
十
七

件
で
、
前
年
の
百
八
十
一
件
と
比
べ
る

と
三
十
四
件
減
少
し
ま
し
た
。

出
火
原
因
は
「
た
ば
こ
」
が
二
十
七

件
で
最
も
多
く
、
「
こ
ん
ろ
」
が
二
十

件
、
「
た
き
火
」
　
十
八
件
、
　
「
放
火
・

放
火
の
疑
い
」
が
十
七
件
の
順
と
な
り

ま
し
た
。

火
災
に
よ
る
死
者
は
、
前
年
よ
り
四

人
増
加
し
、
八
人
で
し
た
。

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
（
放
火
自
殺

者
を
除
く
）
は
六
人
で
、
四
人
が
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
。

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は
、
二
十
九
人

で
前
年
と
比
べ
て
九
人
増
加
し
ま
し

た。

火
災
件
数
の
内
訳
は
、
建
物
火
災

が
、
八
十
二
件
と
最
も
多
く
発
生
し
ま

した。火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
約
一
億
三

千
六
十
七
万
円
で
、
一
目
あ
た
り
約
三

十
六
万
円
の
財
産
が
焼
失
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
大
切
な
家
族
や

財
産
を
守
る
た
め
に
も
、
火
災
を
無

く
し
て
安
心
・
安
全
な
街
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策
・

三
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

四
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
晶

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る。
○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。
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徹明地域夜間巡回

おお
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各
地
区
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
か
、

二
年
間
を
振
り
返
っ
て
」

徹
明
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
鷲
見
民
枝

私
た
ち
の
住
む
徹
明
地
域
は
、
岐
阜

市
の
中
心
に
位
置
し
、
年
々
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
地
域
で
す
が
、
各
団
体
が

協
力
し
、
ま
と
ま
っ
た
地
域
だ
と
思
い

ま
す
。そ

の
中
で
、
私
た
ち
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
員
の
二
十
一
名
は
、
毎
月
一
回
火
災

予
防
対
策
と
し
て
夜
の
巡
回
を
当
番

制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

巡
回
当
初
は
、
家
の
外
な
ど
に
ゴ
ミ

袋
や
段
ボ
ー
ル
等
が
置
い
て
あ
り
ま

し
た
が
、
放
火
や
い
た
ず
ら
を
さ
れ
る

と
い
け
な
い
の
で
注
意
し
な
が
ら
歩

い
て
い
る
う
ち
に
、
こ
こ
数
年
は
見
当

た
ら
な
く
な
り
、
効
果
が
出
て
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
の
方
と
協
力
し
、
防

災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
約

三
百
五
十
名
が
参
加
し
、
私
た
ち
ク
ラ

ブ
員
は
消
防
署
の
方
の
指
導
に
よ
り
、

心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
取
扱
い
訓
練
、

日
赤
奉
仕
団
指
導
の
三
角
巾
取
扱
い

訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
空
き

缶
コ
ン
ロ
炊
飯
講
習
を
実
施
し
て
ご

飯
を
炊
き
大
変
好
評
で
し
た
。
今
年
は

公
民
館
の
中
で
約
六
十
名
参
加
し
、

「
昼
間
と
夜
間
」
　
「
屋
内
と
屋
外
」
等

の
色
々
な
場
面
を
想
定
し
、
ク
イ
ズ
ゲ

ー
ム
感
覚
で
防
災
力
を
高
め
る
「
頭
脳

の
防
災
訓
練
」
　
（
頭
脳
訓
練
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
反
省
会
で
は
、

学
校
に
避
難
し
て
来
た
身
体
の
弱
い

方
や
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
来
た
方
へ
の

対
応
に
つ
い
て
な
ど
、
思
い
も
よ
ら
な

い
意
見
が
次
々
と
出
て
、
今
後
の
課
題

と
し
て
よ
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
様

々
な
訓
練
を
重
ね
て
、
私
た
ち
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
員
も
微
力
な
が
ら
地
域
の

た
め
に
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
地
域
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
」

加
納
貫
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
松
原
逸
子

私
達
の
地
域
で
は
、
毎
年
九
月
の
第

一
日
曜
日
に
岐
阜
南
消
防
署
の
協
力

の
も
と
、
地
震
災
害
の
発
生
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
九
月
七
日
に
加
納
東
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
、
約
八
百
名
の

参
加
を
得
て
、
初
期
消
火
訓
練
、
救
出

救
護
訓
練
、
心
肺
蘇
生
訓
練
、
炊
き
出

し
訓
練
、
消
防
訓
練
、
水
防
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
加
納
小
学

校
六
年
生
の
希
望
者
二
十
名
と
各
分

団
よ
り
女
性
一
名
の
方
々
に
お
手
伝

い
を
い
た
だ
き
、
白
米
と
炊
き
込
み
ご

飯
、
二
種
類
の
炊
き
出
し
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

非
常
食
白
米
の
作
り
方
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
作
っ
た
使
い
捨
て
の
軽
量

カ
ッ
プ
で
米
、
水
を
量
り
小
梅
と
と
も

に
専
用
の
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
炊
飯
袋
に

入
れ
ま
す
。
空
気
を
し
っ
か
り
抜
き
、

輪
ゴ
ム
で
留
め
て
大
き
い
鍋
で
ゆ
で

上
げ
る
と
出
来
上
が
り
で
す
。

炊
き
込
み
ご
飯
の
作
り
方
も
簡
単

で
す
。
材
料
が
入
っ
て
い
た
段
ボ
ー
ル

箱
が
容
器
に
な
り
ま
す
。
米
と
具
の
素

を
袋
に
入
れ
、
よ
く
か
き
混
ぜ

入
れ
て
三
十
分
ほ
ど
待
て
ば

い
炊
き
込
み
ご
飯
が
出
来
上
が
り
、

加
さ
れ
た
方
々
に
お
渡
し
し
、

頂
き
ま
し
た
。

普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
体
験

す
る
こ
と
の
な
い
非
常
食
の
炊
き
出

し
を
実
際
に
行
っ
て
み
る
こ
と
で
、
も

し
も
の
災
害
に
備
え
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


